
ユＯ－ｌＯ－Ｉ

第一級海上特殊無線技士試験問題

無線 工学

〔16〕次の記述のＦ]内に入れるべき字句の組合
せで、正しいのはどれか。

〔13〕次の記述は、交流電流について述べたものであ

る。誤っているのはどれか。

1．導線の抵抗が大きくなるほど、交流愈流は流

れにくくなる。

2．コイルのインダクタンスが大きくなるほど交

流電流は流れにくくなる。

3．コンデンサの静電容通が大きくなるほど交流

電流は流れにくくなる。

4．導線の断面1Nが小さくなるほど、交流電流は

流れにくくなる。

レーダーの指示器によく用いられるのは、ブラ

ウン管の中心から外周に向かって半径方向に掃引

を繰返し、中心からの距離が目標までの距離に比

例するように、送信パルスと「7【可して電子ビー

ムを掃引する「百~]方式である。
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〔14〕電界効果トランジスタ(FEDの電極と、一般

の接合形トランジスタの電極の組合せで、その

働きが対応しているのは、次のうちどれか⑤

〔17〕蝋子電圧６〔V〕、容鉦３０〔Ah〕の充電済み

の電池に電流が２〔A〕流れる負荷を接続して使用

したとぎ、この電池は、ほぼ何時間連続使用でき

るか。
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〔18〕次の記述の戸]内に入れるべき字句の組合
せで、正しいのはどれか。

〔15〕次の妃述の、内に入れるべき字句の組合
せで、正しいのはどれか。

使用する電波の波長が、アンテナの「ｽｰｺ波

長より長いときは､アンテナ回路に直列に、可
を入れ、アンテナの「で可な長さを長くしてアン

テナを共擾させる。

テスタを用いて交流電圧を測定しようとすると

きは、切替つまみを測定しようとする電圧の値よ

り、やや[~7【可の値の「百コレンジにする。
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第一級海上特殊無線技士試験問題

無線 工学

〔22〕次の記述のＦ]内に入れるべき字句の組合
せで、正しいのはどれか。

〔19〕図は、振幅が一定の樋送渡を信号波で握頓変

調したときの変調波の波形である。変調度が６０

〔％〕のときのＡの振幅は、ほぼ幾らか。

ＳＳＢ方式では、ＤＳＢ方式に比べて占有周波

数帯域幅が[－瓦可ので遡択性フェージングの影

響が[-百可。
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[20〕船舶用レーダーにおいて、ＦＴＣつまみを調整

する必要があるのは、次のうちどれか。

〔23〕インマルサヅト衛星通信システムついて、次

の記述のうち、正しいのはどれか。

1．雨や雪による反射波のため、物標の識別が困

難なとぎ。

2．映像が暗いため、物標のｉｉｉ別が困難なとき。

3．ブラウン管の中心付近が明るすぎて、物標の

識別が困難なとき。

4．掃引線が見えないため、物穏Iの識別が困難な

とき。

1．このシステムは、船舶相互間の通信を主な目

的としたシステムである。

2．宇宙局と船舶地球局間の使用周波数は、

４/６〔GHz〕帯である。

3．船舶地球局は、船舶が移動するため全方向性

鰯指向性）アンテナのみを使用する。

4．システムは、３大洋上にﾛ日圏された静止鍾量

によって、ほぼ地球上の全ての海域で利用でき

ろ。

〔21〕次の記述は、受信機の性能のうち何について

述べたものか。

〔24〕国際ＶＨＦ用ＦＭ(F3E)送受信機において、

送信操作に必要なものは、次のうちどれか。

送信された信号を受信し、受信機の出力側で元

の信号がどれだけ忠実に再現できるかという能力

を表す。

ＳＰスイッチ

ＶＯＬＵＭＥつまみ
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ＳＱＵＥＬＣＨ調整つまみ
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１．選択度

2．忠実度

3．安定度

4．感度

一海特Ｂ



1０2-ｐ

平成２０年10月期

第一級海上特殊無線技士「無線エ学」合格基準及び正答

賦験問題１２間

満点及び合格点満点６０点合格点

配点１問５点

正答

２ ４０点

３

問題 正答

〔13〕 ３

〔14〕 ４

〔15〕 １

〔16〕 ４

〔17〕 ２

〔1B〕 ３

〔19〕 ４

〔20】 １

〔21〕 ２

〔22〕 ２

〔23〕 ４

〔24〕 ３
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